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二
〇
九

「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
四
）

― 

正
当
性
と
失
効
性
を
め
ぐ
っ
て 

―

大　

塚　
　
　

桂

四　

日
本
国
憲
法
の
性
質

（
5
）
大
石
義
雄

　

大
石
義
雄
『
日
本
憲
法
論
』
（
嵯
峨
野
書
院
、
一
九
七
三
年
）
『
日
本
憲
法
史
と
日
本
国
憲
法
』
（
嵯
峨
野
書
院
、
一
九
八
四
年
）
を

取
り
上
げ
た
い
。

ａ　

日
本
国
憲
法
の
性
格

　

日
本
国
憲
法
は
占
領
憲
法
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
日
本
国
憲
法
が
存
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
占
領
状
態
が
継
続
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
と
、
大
石
は
指
摘
し
て
い
る
。
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二
一
〇

「
日
本
国
憲
法
は
、
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
戦
後
、
日
本
占
領
中
の
占
領
軍
の
指
示
に
基
づ
き
、
占
領
目
的
達
成
の
手
段

と
し
て
制
定
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
日
本
国
憲
法
は
、
終
戦
後
す
で
に
な
が
い
年
月
を
経
過
し
て
い
る
の
に
、

一
度
も
改
正
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
戦
後
政
治
は
、
今
な
お
占
領
政
治
の
延
長
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
は
ま
だ
お
わ
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
」
（
『
日
本
国
憲
法
論
』
序
文
一
頁
）

　

日
本
国
憲
法
は
、
帝
国
憲
法
が
改
正
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

「
帝
国
憲
法
か
ら
日
本
国
憲
法
へ
の
変
化
は
、
前
憲
法
す
な
わ
ち
帝
国
憲
法
の
定
め
た
憲
法
改
正
の
手
続
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
問
題
は
、
な
ぜ
前
憲
法
に
定
め
た
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
摩
擦
が
起
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
存
す

る
。
そ
れ
は
、
天
皇
を
無
視
し
て
は
憲
法
改
正
は
な
さ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
社
会
意
識
の
存
在
の
結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

天
皇
制
支
持
の
社
会
意
識
の
支
配
的
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
（
同
上
緒
言
三
頁
）

　

天
皇
制
が
存
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
体
護
持
を
意
味
す
る
。

「
日
本
国
憲
法
が
天
皇
意
識
に
根
源
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
法
的
事
実
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
、
憲
法
の
内
容
の
全
面
的
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
穏
に
日
本
国
憲
法
が
成
立
す
る
に
至
つ
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で

あ
る
。
…
も
し
、
日
本
国
憲
法
の
成
立
が
、
天
皇
と
は
全
く
無
関
係
に
企
図
さ
れ
た
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
日
本
国
憲
法
は
、
国
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二
一
一

民
全
体
を
納
得
せ
し
め
る
に
足
る
権
威
あ
る
憲
法
と
し
て
、
果
し
て
成
立
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
」
（
同
上
緒
言
四
頁
）

　

大
石
は
、
日
本
国
憲
法
の
革
命
説
を
容
認
し
な
い
。

「
日
本
国
憲
法
の
よ
う
に
、
前
憲
法
が
定
め
た
憲
法
改
正
の
手
続
に
し
た
が
っ
て
新
憲
法
が
成
立
せ
し
め
ら
れ
た
場
合
は
、
正
確
に

は
革
命
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
緒
言
五
頁
）

　

帝
国
憲
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
は
成
立
し
た
。

「
帝
国
憲
法
か
ら
日
本
国
憲
法
へ
の
転
換
は
、
前
憲
法
す
な
わ
ち
帝
国
憲
法
所
定
の
憲
法
改
正
の
手
続
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
前
憲
法
す
な
わ
ち
帝
国
憲
法
を
廃
止
し
、
帝
国
憲
法
と
無
関
係
に
成
立
し
た
憲
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

前
憲
法
と
無
関
係
に
成
立
す
る
憲
法
を
新
憲
法
と
い
う
の
に
対
し
て
、
区
別
し
て
、
や
は
り
改
正
憲
法
と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

改
正
憲
法
で
あ
る
か
ら
、
日
本
国
憲
法
は
前
憲
法
す
な
わ
ち
帝
国
憲
法
と
精
神
的
な
つ
な
が
り
に
お
い
て
存
す
る
の
で
あ
る
。
換

言
せ
ば
、
両
者
は
法
の
連
続
性
を
具
有
し
て
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
内
容
の
変
化
が
い
か
に
大
き
か
ろ
う
と
、

否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
客
観
的
法
的
事
実
で
あ
る
。
」
（
同
上
九
五
頁
）

　

帝
国
憲
法
か
ら
日
本
国
憲
法
に
変
更
し
た
と
し
て
も
、
法
的
な
連
続
性
は
あ
る
。
な
に
よ
り
、
国
民
の
意
識
の
連
続
性
が
あ
る
の
は
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二
一
二

無
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

ｂ　

問
題
の
所
在

　

天
皇
制
が
日
本
国
に
お
け
る
中
心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

「
憲
法
上
の
根
本
問
題
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
、
昔
も
今
も
天
皇
制
の
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
天
皇
制
の
問
題
は
、
こ
と
ば

を
か
え
て
い
え
ば
、
日
本
国
の
国
民
統
合
の
国
家
体
制
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
同
上
三
三
頁
）

「
占
領
軍
は
占
領
中
な
ん
の
た
め
に
、
日
本
に
憲
法
改
正
を
や
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
と
ば
の
上
で
は
、
日
本
民
主

化
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
日
本
民
主
化
の
名
に
お
い
て
具
体
的
に
は
何
を
ね
ら
い
と
し
た
か
と
い
え
ば
、
歴

史
的
な
日
本
の
国
民
統
合
の
国
家
体
制
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
三
三
頁
）

　

占
領
政
策
は
、
天
皇
制
度
の
変
更
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ｃ　

革
命
説
批
判

　

革
命
説
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
はde facto

か
ら
し
て
も
、
無
理
が
あ
る
。

「
帝
国
憲
法
か
ら
日
本
国
憲
法
へ
の
転
換
を
、
平
和
革
命
あ
る
い
は
無
血
革
命
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
普
通
は
、

革
命
と
い
え
ば
、
内
乱
暴
動
を
伴
う
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
伴
わ
な
い
で
、
平
和
的
に
憲
法
改
正
が
行
な
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
革
命
の
本
質
は
、
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
来
た
っ
た
国
の
根
本
法
秩
序
す
な
わ
ち
憲
法
と
は
無
関
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二
一
三

係
に
、
換
言
せ
ば
法
の
連
続
性
を
持
つ
こ
と
な
く
し
て
憲
法
制
度
が
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
帝
国
憲
法
か
ら
日
本
国
憲
法
へ

の
転
換
の
ご
と
く
、
そ
の
成
立
過
程
に
お
い
て
法
の
連
続
性
を
持
ち
、
両
者
が
そ
の
成
立
過
程
に
お
い
て
つ
な
が
り
の
あ
る
場
合

は
、
革
命
の
名
を
も
つ
て
呼
ぶ
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
」
（
同
上
九
五
頁
）

「
憲
法
学
者
の
中
に
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
と
き
日
本
に
革
命
が
起
っ
た
な
ど
と
い
う
者
も
出
て
い
る
が
、
そ
れ
は
途
方

も
な
い
議
論
で
あ
っ
て
、
法
理
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
的
事
実
に
反
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

の
受
諾
、
そ
れ
は
旧
憲
法
上
の
外
交
大
権
の
行
使
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
無
視
の
行
為
で
は
な
い
。
旧
憲
法
上
、
天
皇
は
外

交
大
権
と
し
て
講
和
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
ど
う
し
て
こ
れ
が
革
命
な
の
か
。
こ
れ
が
法
理
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
事
実
関
係
に
お
い
て
も
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
か
ら
現
憲
法
が
実
施
さ
れ
た
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
ま
で
は
、
旧
憲
法

は
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
『
日
本
憲
法
史
と
日
本
国
憲
法
論
』
八
六
頁
）

　

日
本
国
憲
法
は
、
帝
国
憲
法
の
改
正
で
あ
る
か
ら
、
欽
定
憲
法
で
あ
る
。

「
日
本
国
憲
法
で
は
、
天
皇
は
統
治
権
の
総
攬
者
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が

国
体
は
変
更
せ
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
変
更
が
、
改
正
前
の
憲
法
す
な
わ
ち
帝
国
憲
法
と
改
正
後
の
憲
法

す
な
わ
ち
日
本
国
憲
法
と
の
法
的
連
続
性
を
保
ち
な
が
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
著
し
い
特
徴
が
あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
民

主
憲
法
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
欽
定
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
」
（
『
日
本
国
憲

法
論
』
九
八
頁
）
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二
一
四

「
改
正
憲
法
た
る
日
本
国
憲
法
も
、
そ
の
成
立
の
根
源
は
天
皇
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
日
本
国
憲
法

も
、
そ
の
法
文
内
容
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
成
立
過
程
の
事
実
に
着
眼
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
欽
定
憲
法
た
る
の
性
格
を
持
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
一
三
九

－

四
〇
頁
）

　

大
石
は
、
帝
国
憲
法
は
占
領
下
、
昭
和
二
二
年
五
月
三
日
ま
で
は
、
実
効
性
を
有
し
て
い
た
点
、
日
本
国
憲
法
は
帝
国
憲
法
の
改
正

手
続
に
よ
っ
た
点
、
日
本
国
憲
法
も
欽
定
憲
法
で
あ
る
点
を
主
張
し
て
い
た
。

ｄ　

改
正
論

　

大
石
の
立
場
は
、
改
正
無
限
界
説
で
あ
る
。

「
私
見
に
よ
れ
ば
、
憲
法
規
定
中
に
改
正
で
き
る
も
の
と
改
正
で
き
な
い
も
の
と
が
あ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
法
的
根
拠
は
ど

こ
に
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
憲
法
は
、
た
だ
、
憲
法
改
正
の
場
合
は
、
国
会
が
こ
れ
を
発
議
し
、
こ
れ
を
国
民
投
票
に
付
し
て
決

定
す
る
と
だ
け
定
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
改
正
で
き
る
規
定
と
改
正
で
き
な
い
規
定
と
の
区
別
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
憲
法

規
定
中
に
は
改
正
で
き
る
も
の
と
改
正
で
き
な
い
も
の
と
の
区
別
が
あ
る
と
説
か
れ
る
学
説
は
、
す
べ
て
、
改
正
で
き
な
い
憲
法
の

規
定
の
定
め
た
事
実
は
憲
法
以
前
の
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
い
社
会
事
実

と
し
て
は
憲
法
以
前
の
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
憲
法
規
定
に
織
込
ま
れ
て
法
的
事
実
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、
単
な
る
社
会
事

実
で
は
な
く
、
法
の
定
め
た
事
実
す
な
わ
ち
法
的
事
実
で
あ
る
。
法
的
事
実
と
い
う
も
の
は
、
法
の
産
み
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

法
の
支
配
す
る
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
法
的
事
実
は
、
法
の
変
化
に
伴
う
て
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
…
法
と
い
う
も
の
は
、
す
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二
一
五

べ
て
そ
の
性
質
上
、
可
変
的
な
も
の
で
あ
る
。
…
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
だ
か
ら
と
い
っ
て
異
な
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
も

法
で
あ
る
以
上
、
そ
の
時
代
そ
の
社
会
の
客
観
的
社
会
条
件
に
伴
う
て
変
化
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。」（
同
上
一
五
二

－

三
頁
）

　

日
本
国
憲
法
が
帝
国
憲
法
と
意
味
内
容
が
相
違
し
て
い
た
と
し
て
も
、
な
ん
ら
矛
盾
し
て
は
い
な
い
と
考
察
し
た
。

（
6
）
相
原
良
一

　

相
原
亮
一
『
憲
法
正
統
論
』
（
展
転
社
、
一
九
九
六
年
）
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ａ　

帝
国
憲
法

　

帝
国
憲
法
は
、
国
体
に
合
致
し
、
理
想
的
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
相
原
の
ス
タ
ン
ス
て
あ
る
。

「
民
族
の
歴
史
的
伝
統
、
昔
の
言
葉
で
は
「
国
体
」
と
い
つ
た
が
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
生
え
抜
き
に
制
定
さ
れ
た
憲
法
は
、
す

ぐ
れ
て
良
い
憲
法
で
、
障
る
こ
と
な
く
、
静
か
に
よ
く
行
は
れ
る
。
あ
た
か
も
、
よ
い
独
楽
が
廻
る
の
に
静
止
し
て
見
え
る
や
う

に
、
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
、
略
し
て
「
帝
国
憲
法
」
と
い
ふ
が
、
戦
後
「
明
治
憲
法
」
と
よ
ぶ
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
つ
た
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
施
行
期
間
中
、
憲
法
違
反
の
声
も
憲
法
改
正
の
噂
も
、
殆
ど
聞
か
れ
な
か
つ
た
。
よ
く
守
ら
れ
、
よ

く
行
は
れ
た
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
二
頁
）

　

帝
国
憲
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
第
一
条
に
あ
る
。
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「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
四
）
（
大
塚
）

二
一
六

「
憲
法
に
お
い
て
も
、
求
心
力
と
遠
心
力
と
が
働
い
て
、
憲
法
の
実
効
性
を
構
成
す
る
。
わ
が
国
の
憲
法
の
場
合
、
求
心
力
は
中
心

帰
一
運
動
と
し
て
尊
皇
の
伝
統
に
現
は
れ
る
。
そ
の
最
も
端
的
な
表
現
は
、
帝
国
憲
法
第
一
条
で
あ
る
。

「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」

と
あ
り
、
国
を
統
治
す
る
と
は
、
天
皇
は
国
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

こ
の
「
第
一
条
」
と
い
ふ
点
で
は
、
日
本
国
憲
法
の
場
合
で
も
、
「
天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
の
統
合
の
象
徴
で

あ
つ
て
」
と
あ
る
し
、
そ
の
あ
と
に
続
く
「
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
」
と
あ
つ
て
こ
の
主
権
概
念
の
多
義
性
が
災
ひ
し
て
は
居
る
も

の
の
、
日
本
国
民
の
総
意
と
あ
る
の
で
、
天
皇
は
国
の
象
徴
、
統
合
の
象
徴
、
総
意
の
象
徴
と
解
す
る
と
、
や
は
り
天
皇
を
中
心
と
し

て
国
民
の
力
が
そ
こ
に
集
中
し
て
ゆ
く
姿
が
よ
み
と
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
天
皇
に
は
求
心
力
が
そ
な
は
つ
て
居
る
。
否
、
求
心
力
そ

の
も
の
で
あ
る
と
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
四

－

五
頁
）

　

天
皇
制
こ
そ
が
、
日
本
国
の
核
心
部
分
で
あ
る
。

「
天
皇
の
皇
位
は
時
間
的
に
は
建
国
以
来
ま
た
は
将
来
に
わ
た
つ
て
連
続
一
貫
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
故
に
「
万
世
一
系
」

と
い
ひ
、
「
世
襲
の
も
の
」
と
も
い
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち
、
求
心
力
は
建
国
以
来
現
在
に
至
り
、
更
に
将
来
に
わ
た
つ
て
一
貫
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
憲
法
の
一
貫
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
」
（
二
五
頁
）

　

天
皇
制
は
万
世
一
系
、
神
勅
、
神
話
を
背
景
に
も
つ
。
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「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
四
）
（
大
塚
）

二
一
七

「
わ
が
国
の
憲
法
の
一
貫
性
は
、
王
政
復
古
の
大
号
令
で
は
、
「
諸
事
、
神
武
創
業
ノ
始
ニ
原
ヅ
キ
」
と
あ
り
、
「
神
皇
正
統
記
」
で

は
一
層
明
確
に
「
大
日
本
は
神
国
な
り
、
天
祖
始
め
て
基
を
開
き
、
日
神
長
く
統
を
伝
へ
給
ふ
。
」
と
あ
り
、
「
続
日
本
記
」
で
は

「
我
国
家
開
闢
以
来
君
臣
定
＊
」
と
あ
り
、「
古
事
記
」
に
は
、
三
種
の
神
器
、
神
鏡
奉
斎
の
神
勅
が
示
さ
れ
、「
日
本
書
紀
」
で
は
、

宝
祚
天
壌
無
窮
の
神
勅
、
侍
殿
防
護
・
斎
庭
之
穂
の
神
勅
が
示
さ
れ
て
居
る
。
こ
れ
ら
は
は
す
べ
て
…
統
治
の
洪
範
に
相
通
ふ
も

の
で
あ
る
。
」
（
二
五

－

六
頁
）

　

相
原
は
、
天
皇
制
、
国
体
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
て
い
た
。

ｂ　

日
本
国
憲
法

　

日
本
国
憲
法
は
異
常
事
態
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
占
領
管
理
基
本
法
で
あ
る
。
帝
国
憲
法
は
、
存
在
し
つ
づ
け
て
い
る
。

「
わ
が
国
現
行
の
憲
法
は
、
占
領
軍
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
押
し
付
け
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
本
質
は
占
領
管
理
基
本
法
に
す
ぎ

な
い
。
法
理
論
的
に
は
本
来
無
効
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
有
効
の
推
定
を
う
け
て
罷
り
通
つ
て
（
井
上
孚
麿
教
授
の
用
語
）
居
る
に

す
ぎ
な
い
。
帝
国
憲
法
は
法
理
論
的
に
は
本
来
有
効
に
存
続
し
て
居
り
「
な
い
が
し
ろ
」
に
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う

な
異
常
状
態
を
正
常
化
す
る
こ
と
が
「
憲
法
問
題
」
の
解
決
で
あ
る
」
（
三
五

－

六
頁
）

　

日
本
国
憲
法
は
、
有
効
で
あ
ろ
う
と
の
推
定
に
基
づ
く
。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
の
最
大
の
欠
点
で
あ
る
。

ｃ　

改
正
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「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
四
）
（
大
塚
）

二
一
八

「
こ
の
国
家
の
永
久
的
存
在
た
る
属
性
が
、
国
家
存
立
の
根
本
法
た
る
憲
法
法
典
の
成
文
上
に
表
現
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
度
に

お
い
て
、
そ
れ
は
憲
法
改
正
を
以
て
し
て
も
変
更
出
来
な
い
内
容
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

帝
国
憲
法
に
つ
い
て
は
、
国
体
規
定
と
政
体
の
根
本
原
則
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
肇
国
以
来
、
未
来
永
劫
に
存
す
る
不

文
の
立
国
法
の
一
部
が
明
文
に
宣
明
規
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

－

私
は
、
こ
れ
を
、
不
文
の
立
国
法
が
成
文
法
の
表
面
に
、

恰
も
氷
山
の
一
角
の
如
く
、
露
頭
せ
る
も
の
と
解
す
る
。

－

後
者
即
ち
政
体
の
献
本
原
則
（
第
四
条
後
段
「
此
ノ
憲
法
ノ
条
規
ニ

依
リ
之
ヲ
行
フ
」
）
は
、
明
治
二
十
三
年
帝
国
憲
法
が
効
力
を
生
じ
て
よ
り
こ
の
方
、
将
来
永
久
に
不
変
た
る
べ
き
要
請
を
有
す

る
も
の
と
解
す
る
。

 

　

換
言
す
れ
ば
、
そ
の
第
一
条
よ
り
第
四
条
前
段
ま
で
の
国
体
規
定
と
第
四
条
後
段
の
政
体
の
根
本
原
則
と
は
、
憲
法
改
正
の
限

界
で
あ
る
。
」
（
四
二

－

三
頁
）

「
所
謂
「
憲
法
改
正
」
は
社
会
が
無
限
に
変
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
て
憲
法
も
変
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
、と
い
ふ
の
で
は
な
く
し
て
、
実
は
、

永
遠
に
変
ら
ぬ
立
国
法
を
一
定
の
時
間
的
空
間
的
条
件
の
下
に
表
現
し
て
い
る
所
の
時
宜
的
な
法
規
が
、
そ
の
時
間
的
空
間
的
即

ち
歴
史
的
社
会
的
条
件
の
変
化
に
伴
ひ
、
も
は
や
、
永
遠
に
不
変
な
る
立
国
法
を
表
現
し
得
な
く
な
つ
て
、
は
じ
め
て
憲
法
改
正

の
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
憲
法
改
正
の
問
題
は
、
永
久
法
た
る
不
文
の
立
国
法
が
、
時
勢
に
応
じ
、
、
時
宜
に
適
つ
て
、

自
己
自
身
を
顕
現
し
よ
う
と
す
る
所
に
起
つ
て
く
る
の
で
あ
つ
て
、
む
し
ろ
、
永
久
法
た
る
立
国
法
が
、
そ
の
存
在
を
明
確
に
す

る
た
め
に
、
個
々
の
条
文
の
改
正
を
要
請
す
る
も
の
あ
る
と
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
四
三

－

四
頁
）
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「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
四
）
（
大
塚
）

二
一
九

ｄ　

無
効
論

「
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
ま
づ
、
革
命
と
い
ふ
事
実
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
の
歴
史
的
認
識
に
お
い
て
誤
り
が
あ
る
。
即
ち
小
森
教
授
も

指
摘
さ
れ
る
如
く
、日
本
国
憲
法
は
そ
の
現
実
の
定
立
の
過
程
に
お
い
て
、帝
国
憲
法
第
七
十
三
条
の
規
定
と
は
無
関
係
に
、例
へ
ば
、

国
民
投
票
と
か
、特
別
に
設
定
さ
れ
た
憲
法
制
定
議
会
の
参
与
と
い
ふ
如
き
何
ら
か
の
歴
史
的
事
実
も
存
在
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

 

　

第
二
に
革
命
の
意
味
の
理
論
的
認
識
に
お
い
て
疑
問
が
あ
る
。
上
述
の
如
く
、
革
命
の
事
実
が
存
在
し
な
か
つ
た
と
い
へ
ば
恐

ら
く
革
命
民
定
論
者
は
、こ
こ
に
革
命
と
い
ふ
の
は
革
命
の
事
実
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
な
く
、
降
伏
に
よ
つ
て
、
日
本
は
、

そ
の
憲
法
の
根
本
建
前
と
し
て
、
今
ま
で
の
神
勅
主
権
主
義
を
否
定
し
て
国
民
主
権
主
義
を
承
認
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
解
釈
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
果
し
て
、
さ
う
解
釈
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
論
的
根
拠
が
十
分
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
」

 

　

連
合
国
の
回
答
（
一
九
四
五
年
八
月
一
一
日
）

 

　

The ultim
ate form

 of G
overnm

ent of Japan shall,in accordance w
ith the Potsdam

 D
eclaration,be established by the 

freely expressed w
ill of the Japanese peple.

「
誤
解
の
第
一
は
、ultim

ate

を
以
て
終
局
的
と
か
究
極
的
と
か
い
ふ
意
味
に
と
り
、
主
権
の
所
在
問
題
と
し
て
法
論
理
的
な
意
味

に
お
い
て
理
解
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
誤
解
で
あ
つ
て
、
そ
の
「
最
終
的
」
と
は
、
…
時
間
的
に
解
す
べ
き
で
あ
り
、
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
の
第
十
二
項
が
、
連
合
国
占
領
軍
の
日
本
国
よ
り
の
撤
収
の
時
期
、
即
ち
、
「
占
領
」
の
「
終
期
」
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
「
降
伏
ノ
時
ヨ
リ
、
天
皇
及
日
本
国
政
府
ノ
国
家
統
治
ノ
顕
現
ハ
降
伏
乗
降
ノ
実
施
ノ
為
其
ノ
必
要
ト
認

ム
ル
措
置
ヲ
執
ル
連
合
国
最
高
司
令
官
ノ
制
限
ノ
下
ニ
置
カ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
ふ
八
月
十
一
日
回
答
の
最
初
の
部
分
を
考
へ

合
せ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
四
）
（
大
塚
）

二
二
〇

 
　

即
ち
、
降
伏
の
時
か
ら
日
本
国
の
主
権
は
連
合
国
最
高
司
令
官
の
制
限
の
下
に
お
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
永
久

的
・
最
終
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
日
本
国
国
人
の
自
由
に
表
明
す
る
意
思
に
よ
つ
て
日
本
国
政
府
の
形
態
を
決
定
す
る
機
会
が
、

最
後
に
は
、
占
領
の
終
り
ま
で
に
は
与
へ
ら
る
べ
き
こ
と
が
、
そ
こ
に
約
束
さ
れ
て
い
る
。
」
（
四
六

－

七
頁
）

「
そ
の
二
は
、form

 of G
overnm

ent

は
、
あ
く
ま
で
「
政
府
」
の
「
形
態
」
で
あ
り
、form

 of the State 

「
国
家
」
の
「
形
態
」
で

は
な
い
と
い
ふ
点
で
あ
る
。
も
し
後
者
な
ら
ば
、
主
権
の
所
在
の
問
題
と
も
な
ら
う
が
、
単
に
「
政
府
の
形
態
」
と
の
み
い
つ
て

居
り
、
又
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
第
十
項
に
は
、
「
民
主
主
義
的
傾
向
ノ
復
活
強
化
（rivival and strengthening 

）
」
と
あ
る
か
ら
、

八
月
十
一
日
回
答
も
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
も
決
し
て
「
主
権
の
所
在
」
の
変
更
、「
国
家
形
態
」
の
変
更
、
国
体
の
変
革
、
即
ち
「
国

民
主
権
」
た
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
四
七
頁
）

「
そ
の
三
は
、
…the freely expressed w

ill 

のfreely

と
い
ふ
意
味
は
「
軍
閥
や
、
官
僚
や
、
独
裁
主
義
者
に
よ
つ
て
、
圧
迫
さ
れ
、

歪
曲
」
さ
れ
な
い
意
思
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
連
合
国
又
は
そ
の
占
領
軍
に
よ
つ
て
圧
迫
さ
れ
、
歪
曲
さ
れ
又
は
押
し
つ
け
ら

れ
た
意
思
で
あ
つ
て
も
な
ら
な
い
と
い
ふ
意
味
で
、
こ
の
こ
と
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
十
項
に
「
吾
等
ハ
日
本
人
ヲ
民
族
ト
シ
テ
奴
隷

化
セ
ン
ト
シ
又
ハ
国
民
ト
シ
テ
滅
亡
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
意
図
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
」
ず
と
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
裏
づ
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
」
（
四
七
頁
）

「
そ
の
四
は
、Japanese people 

で
あ
る
が
、
…
こ
れ
は
天
皇
に
対
立
す
る
「
国
民
」
の
意
味
に
訳
す
べ
き
で
は
な
く
、
、
日
本
国

家
を
構
成
す
る
日
本
人
、
即
ち
、
「
日
本
国
人
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
国
の
最
終
の
「
政
治
形
態
即
ち
天
皇
の
地
位
を
含

む
形
態
は
、
日
本
国
の
国
人
自
身
が
自
由
に
そ
の
意
思
を
表
示
し
て
確
立
す
べ
き
で
あ
り
、
換
言
せ
ば
、
連
合
国
側
の
意
思
で
彼

是
指
揮
す
べ
き
で
な
い
」と
、わ
が
国
の
自
主
的
な
立
場
を
許
容
し
た
意
味
に
理
解
す
べ
き
で
あ
つ
て
、こ
のpeople

の
語
を
以
て
、
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「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
四
）
（
大
塚
）

二
二
一

国
民
主
権
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
」
（
四
七

－

八
頁
）

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
・
降
伏
に
よ
り
、
わ
が
国
の
憲
法
の
根
本
規
範
に
根
本
的
な
変
更
が
あ
つ
た
と
は
、
い
か
に
し
て
も
考
へ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
四
八
頁
）

　

subject to  

「
こ
れ
は
、
天
皇
が
統
治
権
者
た
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
容
認
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
り
、
た
だ
、
対
外
高
権
即
ち
独
立
権
が
制
約
を

う
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
占
領
期
間
と
い
ふ
一
時
期
の
こ
と
で
あ
り
、
又
、
…
限
定
的
の
こ
と
で
あ
り
、
対
内
高
権
に
は
変
化

を
求
め
る
趣
旨
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
」
（
四
八
頁
）

ｅ　

革
命

「
八
月
革
命
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
（
1
） 
そ
の
主
体
は
内
力
即
ち
閣
内
の
政
治
権
力
者
で
も
国
民
中
の
一
勢
力
で
も
な
く
、
外

力
即
ち
外
敵
の
力
で
あ
り
、
（
2
） 

そ
の
対
象
は
…
根
本
規
範
の
変
革
を
要
求
し
た
も
の
と
は
解
さ
れ
ず
、
（
3
） 

そ
の
方
法
は
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
で
、
こ
れ
は
申
込
に
対
す
る
承
諾
で
契
約
の
意
味
が
あ
つ
て
法
的
行
為
で
あ
り
、
（
4
） 

そ
の
行
為
の
態
様

は
「
急
激
に
変
化
」
が
積
極
的
能
動
的
行
為
で
あ
る
に
対
し
、
「
受
諾
降
伏
」
は
申
込
を
受
入
れ
、
力
に
屈
伏
す
る
と
い
ふ
消
極

的
受
動
的
行
為
で
あ
つ
て
、
字
義
上
相
容
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
、
結
局
、
革
命
の
本
来
的
一
般
的
概
念
を
以
て
す
れ
ば
「
八
月
革
命
」

の
実
体
は
革
命
で
は
な
い
こ
と
と
な
る
。
」
（
四
九
頁
）

「
所
謂
八
月
革
命
説
は
、
そ
の
歴
史
的
事
実
も
存
在
せ
ず
、
さ
う
解
釈
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
論
的
意
味
も
存
在
せ
ず
、
又
論
理
的
必
然

性
も
存
在
し
な
い
、
つ
ま
り
革
命
説
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
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二

 
　

限
界
を
こ
え
た
改
正
は
も
と
よ
り
無
効
で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
革
命
に
効
力
の
根
拠
を
求
め
む
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
不
可
能
と
な
り
、
更
に
れ
故
に
こ
そ
無
効
で
あ
る
こ
と
が
＊
々
立
証
せ
ら
れ
た
わ
け
で
、
革
命
説
こ
そ
現
行
憲
法
の
無
効
論
な

り
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
五
一
頁
）

ｆ　

日
本
国
憲
法　

無
効

「
現
行
の
日
本
国
憲
法
が
無
効
な
り
と
い
ふ
時
に
は
、
そ
の
効
力
の
い
か
な
る
意
味
に
つ
い
て
で
あ
ら
う
か
。
現
行
憲
法
の
効
力
を

真
向
か
ら
否
定
す
る
無
効
論
と
い
へ
ど
も
、
現
実
に
日
本
国
憲
法
が
通
用
し
て
い
る
事
実
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
つ

て
、
そ
の
本
来
の
無
効
と
い
ふ
の
は
、
妥
当
性
が
な
い
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
妥
当
性
な
く
し
て
は
単
に
実

行
性
の
み
に
よ
り
て
法
は
果
し
て
効
力
あ
る
法
と
い
へ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
に
は
ま
づ
本
来
無
効
の
、
妥
当
性
の
な
い
法
が

何
故
実
行
性
を
有
ち
え
た
か
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

 

　

こ
れ
を
考
へ
る
と
、
そ
の
実
行
性
は
、
ひ
と
へ
に
、
占
領
軍
に
よ
る
日
本
管
理
と
い
ふ
実
力
的
な
「
権
力
」
に
由
来
し
、

－

ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
・
降
伏
文
書
調
印
等
に
よ
り
そ
の
実
力
的
権
力
は
妥
当
性
の
淵
源
と
な
る
理
由
が
あ
る
が

－

そ
の
裏
付
に
よ
つ

て
現
行
憲
法
が
強
制
通
用
力
を
有
し
得
た
こ
と
を
識
る
の
で
あ
る
。
」
（
五
五

－

六
頁
）

「
帝
国
憲
法
は
占
領
中
の
全
面
改
正
に
よ
つ
て
、
そ
の
実
効
性
を
失
は
し
め
ら
れ
た
。
し
か
し
妥
当
性
は
存
在
す
る
。
わ
が
国
の
永
遠

の
立
国
法
の
露
頭
せ
る
も
の
、表
は
れ
た
も
の
と
し
て
妥
当
性
は
生
存
す
る
。
そ
の
全
面
改
正
た
る
や
、ま
さ
に
、「
電
光
影
裏
斬
春
風
」

底
に
、
妥
当
性
ま
で
を
も
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
帝
国
憲
法
の
妥
当
性
は
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
五
七

－

八
頁
）

「
日
本
国
憲
法
は
本
来
妥
当
性
が
な
い
。
そ
の
実
効
性
は
今
や
減
退
し
つ
つ
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
と
に
か
く
保
た
れ
て
い
る
。
妥
当
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性
の
な
い
現
行
憲
法
が
ま
が
り
な
り
に
も
実
効
性
を
保
ち
得
る
の
は
、
独
立
後
の
現
在
で
は
、
帝
国
憲
法
の
妥
当
性
の
裏
付
に
よ

る
の
で
、
帝
国
憲
法
は
、
殊
に
第
一
条
乃
至
第
四
条
は
、
成
文
法
と
し
て
は
、
表
見
的
に
は
排
除
せ
ら
れ
た
や
う
に
見
え
な
が
ら

も
、
不
文
法
的
に
存
続
し
、
現
行
憲
法
は
、
こ
れ
に
連
接
し
、

－
そ
れ
は
そ
の
内
容
が

－

互
に
根
本
的
に
相
異
る
に
つ
き
、
木
に

竹
を
接
ぐ
が
如
く
、
或
は
水
に
油
を
混
ず
る
が
如
く
で
は
あ
る
が
、

－

接
合
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
帝
国
憲
法
の
妥
当
性
の
御
陰

を
蒙
り
、
辛
う
じ
て
そ
の
実
効
性
を
維
持
し
得
て
居
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
五
八
頁
）

「
日
本
国
憲
法
は
、

　

（
1
） 

制
定
権
者
の
曖
昧
性
（
天
皇
な
る
が
ご
と
く
、
国
民
な
る
が
ご
と
く
、
連
合
国
最
高
司
令
官
の
ご
と
く
）

　

（
2
） 

内
容

－

帝
国
憲
法
の
改
正
限
界
を
逸
脱
し
、
改
正
に
名
を
籍
り
て
帝
国
憲
法
を
廃
棄
し
た
も
の
。

　

（
3
） 

方
法

－

占
領
権
力
に
よ
る
不
当
威
圧
、
（
原
文
は
英
文
）
、
英
法
に
い
わ
ゆ
るundue infl uence 

。

　

（
4
） 

時
期

－

占
領
期
間
中
、
天
皇
及
び
日
本
国
政
府
の
国
家
統
治
の
権
限
は
連
合
国
最
高
司
令
官
に
従
属
す
る
（subject to

）。

　

（
5
） 

ヘ
ー
グ
陸
戦
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約
第
四
十
三
条
違
反
（
占
領
地
の
現
行
法
尊
重
の
原
理
）
。
」
（
二
一
〇

－

一
頁
）

「
現
在
の
日
本
国
家
の
憲
法
的
情
態
を
以
て
、
正
常
な
り
と
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
変
速
的
・
変
態
的
憲
法
情
態
は
、
こ
れ

を
永
く
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
一
日
も
早
く
こ
の
情
態
を
是
正
し
、
名
を
正
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
た
め
に
は
、

ま
づ
本
来
無
効
な
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
「
有
効
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
現
行
憲
法
の
「
無
効
確
認
」
を
行
ひ
、

－

有
効
な
も
の

の
廃
棄
や
破
棄
で
は
な
い
。

－

同
時
に
、
帝
国
憲
法
を
復
原
し
て
、
即
ち
正
位
に
復
し
て
、
名
分
を
正
し
、
そ
の
上
で
、
帝
国

憲
法
第
七
十
三
条
に
よ
り
、
改
め
て
憲
法
改
正
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。
」
（
五
八

－

九
頁
）
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四

（
6
）
菅
原
裕

　

菅
原
裕
『
日
本
国
憲
法
失
効
論
』
（
時
事
通
信
社
、
一
九
六
一
年
）

ａ　

帝
国
憲
法
の
現
況

「
帝
国
憲
法
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
結
果
、
天
皇
の
統
治
権
が
、
占
領
中
だ
け
一
時
的
に
制
限
さ
れ
、
か
つ
そ
の
制
限
中
に
、
日

本
国
憲
法
と
い
う
占
領
管
理
法
が
制
定
さ
れ
た
た
め
、
全
面
的
に
そ
の
効
力
を
停
止
さ
れ
棚
上
げ
さ
れ
て
は
い
る
が
、
本
質
的
に

死
滅
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
」
（
八
頁
）

「
日
本
占
領
軍
は
、
被
占
領
国
日
本
の
固
有
の
憲
法
を
、
全
面
的
に
廃
棄
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
代
わ
る
永
久
憲
法
を
制
定
せ
し
め
る

権
限
を
国
際
法
上
ま
た
は
条
約
上
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
占
領
遂
行
上
、
絶
対
的
必
要
が
あ
る
と
き
に
限
っ
て
、
一
時

的
に
、
被
占
領
国
の
正
統
憲
法
の
効
力
を
停
止
し
た
り
、
占
領
中
だ
け
効
力
を
有
す
る
管
理
の
た
め
の
基
本
法
を
制
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
帝
国
憲
法
下
に
あ
っ
て
被
治
者
で
あ
っ
た
国
民
が
主
権
在
民
を
宣
言
し
た
り
、
民
約
憲
法

を
制
定
す
る
権
限
が
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
日
本
国
憲
法
は
、
い
か
に
憲
法
と
名
つ
げ
て
も
、
あ
る

い
は
ま
た
制
定
に
当
た
っ
て
帝
国
憲
法
の
改
正
手
続
き
を
利
用
し
た
と
し
て
も
、
日
本
国
本
来
の
真
正
憲
法
た
り
得
べ
き
も
の
で

は
な
く
、
占
領
軍
が
占
領
管
理
の
必
要
上
制
定
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
限
時
的
効
力
を
持
つ
、
占
領
立
法
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
「
憲
法
と
名
づ
け
ら
れ
た
る
占
領
管
理
基
本
法
」
で
あ
る
。
」
（
八
頁
）

「
日
本
国
憲
法
は
…
日
本
国
の
真
正
な
る
正
統
憲
法
で
は
な
い
。
…
実
質
上
正
統
憲
法
た
り
得
べ
き
素
質
な
く
、
憲
法
と
し
て
は
無

効
の
も
の
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
九
頁
）
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五

「
日
本
管
理
の
た
め
の
占
領
立
法
と
い
う
点
か
ら
論
ず
れ
ば
、
す
で
に
占
領
終
了
の
今
日
、
当
然
失
効
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

わ
が
国
と
し
て
は
、
一
日
も
早
く
、
こ
の
憲
法
を
僭
称
す
る
偽
憲
法
の
失
効
を
確
定
し
て
、
効
力
停
止
の
わ
が
国
固
有
の
大
日
本

帝
国
憲
法
の
復
活
を
も
た
ら
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
九
頁
）

ｂ　

無
効
論
の
根
拠

1
時
期
の
問
題
と
し
て

「
占
領
下
、
わ
が
国
は
、
完
全
な
国
家
主
権
も
な
く
、
ま
た
国
民
の
自
由
な
る
意
思
も
な
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
絶
対
的
独
裁

専
制
が
行
な
わ
れ
、
日
本
の
非
軍
事
化
と
、
民
主
化
達
成
の
名
の
下
に
、
直
接
に
ま
た
は
日
本
政
府
を
駆
使
し
て
、
日
本
崩
壊

政
策
が
強
行
さ
れ
た
の
が
、
日
本
占
領
の
実
情
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
時
期
に
、
ど
う
し
て
被
占
領
国
固
有
の
正
統
憲
法
を
、
合

法
的
に
廃
棄
し
た
り
、
改
正
し
た
り
、
新
憲
法
を
制
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
」
（
四
一
頁
）

2
方
法
の
問
題
と
し
て

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
当
局
は
、
…
日
本
の
憲
法
を
早
急
に
改
正
し
、
天
皇
の
機
能
を
全
面
的
に
剥
脱
し
て
、
極
東
委
員
会
に
対
し
て
は
、
日
本

は
す
で
に
完
全
に
民
主
化
を
終
わ
っ
た
、
あ
え
て
共
和
制
を
布
く
必
要
は
な
い
と
の
了
解
を
求
め
、
他
方
、
日
本
国
民
に
対
し
て

は
、
象
徴
天
皇
を
憲
法
に
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
制
は
存
続
さ
れ
た
、
日
本
の
国
体
は
変
革
さ
れ
な
い
、
と
納
得
さ
せ
る
以

外
に
手
は
な
い
と
の
結
論
に
達
し
、
急
速
に
こ
の
謀
略
憲
法
草
案
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
四
六
頁
）
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3
内
容
の
問
題
と
し
て

「
現
行
の
日
本
国
憲
法
自
体
が
、
い
わ
ゆ
る
改
正
の
限
界
を
逸
脱
し
て
、
帝
国
憲
法
の
根
本
を
な
し
、
立
国
の
大
本
を
規
定
し
た
、

第
一
条
な
い
し
第
四
条
を
、
抹
消
し
て
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
反
省
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
（
五
一
頁
）

「
か
く
の
こ
ど
き
重
大
な
る
内
容

－

国
体
法
規
の
変
革
は
、
帝
国
憲
法
自
体
の
廃
止
で
あ
り
、
日
本
国
体
の
断
絶
で
あ
っ
て
、
第

七
三
条
の
改
正
の
範
疇
に
属
さ
な
い
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
（
五
一
頁
）

「
わ
が
国
で
は
、
革
命
で
も
な
く
、
ま
た
征
服
で
も
な
く
、
し
か
も
こ
の
第
七
三
条
の
改
正
手
続
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
勅
語
を
仰
い

で
帝
国
憲
法
が
、
全
面
的
か
つ
根
源
的
に
改
廃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
外
観
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
、
い
っ
た
い

ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
れ
に
対
し
て
は
、
た
だ
一
語
「
そ
れ
は
占
領
の
仕
業
で
あ
っ
た
」
と
答
え
た
い
。

そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
国
憲
法
」
は
独
立
回
復
後
、
日
本
人
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
占

領
軍
の
落
し
子
」
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
五
三
頁
）

帝
国
憲
法
と
日
本
国
憲
法
と
の
「
法
的
連
続
性
の
問
題
は
、
お
そ
ら
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
こ
れ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
国
内
的
に
は
、
革

命
を
是
認
し
た
こ
と
に
な
り
、
国
際
的
に
は
、
ハ
ー
グ
規
約
違
反
の
責
任
を
追
及
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
か
く
も
明
白
な
法
理

無
視
横
車
を
押
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
（
五
四
頁
）

4
国
際
法
関
係
の
問
題
と
し
て

「
占
領
軍
当
局
が
、
国
際
条
約
に
違
反
し
て
、
日
本
の
憲
法
改
正
を
刊
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
日
本
国
憲

法
が
国
内
法
と
し
て
当
然
無
効
た
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
新
憲
法
改
正
に
際
し
て
、
占
領
軍
の
と
っ
た
行
動
そ
れ
自
体
が
、
国
民
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二
二
七

の
意
思
を
尊
重
し
て
い
る
ハ
ー
グ
規
約
等
の
違
反
で
あ
る
以
上
、
そ
の
絶
対
的
指
令
た
る
軍
命
令
に
よ
っ
て
行
動
せ
し
め
ら
れ
た

占
領
軍
の
下
部
組
織
だ
っ
た
日
本
国
諸
機
関
の
行
為
も
、
違
法
性
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
で

き
た
日
本
国
憲
法
も
ま
た
憲
法
と
し
て
の
成
立
条
件
を
欠
き
、
無
効
た
る
べ
き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
五
六
頁
）

「
日
本
人
が
、
国
家
の
根
本
組
織
法
で
あ
る
憲
法
を
廃
棄
さ
れ
、
国
体
を
変
革
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
が
復
活
を
考
え
な
い
の
は
、
法

理
の
無
知
と
、
卑
屈
に
基
づ
く
も
の
で
、
ま
た
世
紀
的
、
か
つ
民
族
的
に
大
醜
態
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
（
五
七
頁
）

ｃ　

 

失
効
論

「
占
領
立
法
が
、
占
領
遂
行
の
た
め
で
あ
る
以
上
、
そ
の
効
力
も
占
領
期
間
中
に
限
ら
れ
、
占
領
終
了
と
と
も
に
失
効
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
言
を
ま
た
ぬ
。
…
日
本
国
憲
法
と
称
す
る
管
理
基
本
法
自
体
は
、
占
領
終
了
と
同
時
に
失
効
し
て
い
る
こ
と
を
銘
記

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
五
九
頁
）

「
い
か
に
最
高
司
令
官
と
い
え
ど
も
、
占
領
軍
当
局
と
し
て
、
占
領
の
本
質
を
越
え
、
国
際
法
に
違
反
し
て
、
被
占
領
国
固
有
の
正

統
憲
法
を
改
廃
し
た
り
、
さ
ら
に
そ
の
統
治
権
制
度
の
効
力
を
、
占
領
終
了
後
ま
で
持
続
せ
し
め
る
よ
う
な
法
令
を
制
定
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
で
き
得
る
こ
と
は
、
占
領
中
降
伏
条
項
実
施
の
た
め
に
必
要
と
す
る
措
置
と
し
て
の

法
令
の
制
定
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
国
憲
法
は
、
い
か
に
憲
法
と
名
づ
け
ら
れ
て
も
、
独
立
国
日
本
の
正

統
憲
法
た
り
得
る
資
格
な
く
、
憲
法
と
し
て
な
ら
ば
、
無
効
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
六
二
頁
）

「
憲
法
と
し
て
は
、無
効
で
あ
る
が
、占
領
法
規
と
し
て
な
ら
、占
領
中
は
有
効
で
あ
る
が
、占
領
終
了
に
よ
っ
て
失
効
す
る
。」（
六
二
頁
）
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二
二
八

ｄ　

復
原
論

「
日
本
国
憲
法
を
、
正
統
憲
法
と
し
て
無
効
の
も
の
と
解
し
て
も
、
あ
る
い
は
ま
た
、
占
領
管
理
法
と
解
し
て
も
、
占
領
終
了
の
今

日
、
こ
の
偽
憲
法
が
、
法
理
上
効
力
を
有
し
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
も
、
い
っ
た
ん
法
と
し
て
制
定
公
布
さ
れ
た
以
上
、

有
権
的
に
無
効
が
宣
告
さ
れ
な
い
限
り
、
事
実
上
有
効
の
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
国
家
と
し

て
は
、
法
の
権
威
を
保
持
す
る
た
め
、
す
み
や
か
に
こ
れ
が
失
効
宣
言
を
し
且
つ
経
過
的
立
法
措
置
を
講
じ
て
、
理
論
と
実
際
と

を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

 

　

す
で
に
偽
憲
法
の
失
効
が
確
定
す
れ
ば
、
棚
上
げ
さ
れ
て
い
る
本
来
の
憲
法
が
、
当
然
そ
の
効
力
を
復
活
す
る
こ
と
は
申
す
ま

で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
日
本
国
憲
法
の
無
効
な
い
し
失
効
の
確
認
と
同
時
に
、
帝
国
憲
法
の
復
活
も
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ゆ
え
に
こ
と
さ
ら
、
帝
国
憲
法
の
復
活
宣
言
を
し
な
く
と
も
、
日
本
国
憲
法
の
失
効
宣
言
を
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
」（
六
四
頁
）

　

最
終
的
に
は

「
現
在
帝
国
憲
法
上
の
地
位
を
保
た
れ
て
い
る
唯
一
の
御
方
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
天
皇
に
お
い
て
勅
語
を
下
さ
れ
、
こ
の
失
効
理
論
と

実
際
運
営
と
の
調
整
を
図
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
る
。
」
（
六
三
頁
）

　

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

復
原
の
手
続
き

「
今
日
の
客
観
情
勢
上
、
帝
国
憲
法
が
そ
の
ま
ま
、
復
活
し
た
の
で
は
、
種
々
の
混
乱
を
伴
う
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
が
改
正
、
増
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二
二
九

補
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
改
正
増
補
の
た
め
に
は
、
慎
重
を
期
し
法
律
に
よ
る
憲
法
対
策
委
員
会
を
設
置
し
原
案
を
作
成
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
原
案
を
参
考
と
し
て
改
憲
の
御
発
議
を
願
い
、
そ
の
復
活
憲
法
の
改
正
が
で
き
る
ま
で
は
、
臨
時

措
置
法
を
制
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
臨
時
措
置
法
の
制
定
に
つ
い
て
、
…
現
行
の
日
本
国
憲
法
の
内

容
を
そ
の
ま
ま
、
一
時
借
用
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
」
（
一
〇
八
頁
）

　

ま
ず
、
国
家
に
お
い
て
４
つ
の
決
議
を
す
べ
き
と
い
う
。

「
一
、
日
本
国
憲
法
の
失
効
宣
言

二
、
臨
時
措
置
法
の
制
定

三
、
憲
法
対
策
委
員
会
法
の
制
定

四
、
憲
法
に
関
す
る
上
奏
文
」
（
一
〇
九
頁
）

　

決
議
の
趣
旨
と
し
て
は
、

「
一
、
失
効
宣
言
は
、
日
本
国
憲
法
が
、
占
領
管
理
法
で
あ
っ
て
、
平
和
回
復
と
同
時
に
、
失
効
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
臨
時
措
置
法
に
は
左
の
事
項
を
含
ま
せ
る
こ
と
。

イ
、
原
則
と
し
て
、
日
本
国
憲
法
の
内
容
を
利
用
す
る
こ
と
。

ロ
、
た
だ
し
争
い
の
な
い
改
正
意
見
は
、
採
用
す
る
こ
と
。

ハ
、
臨
時
法
と
し
て
そ
の
有
効
機
関
を
五
年
と
す
る
こ
と
（
し
た
が
っ
て
復
活
し
た
帝
国
憲
法
の
改
正
増
補
は
五
年
内
に
成
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二
三
〇

立
せ
し
む
べ
き
こ
と
）
。

三
、
憲
法
対
策
委
員
会
は
、
各
界
を
代
表
す
る
権
威
者
を
以
て
組
織
し
、
復
活
し
た
正
統
憲
法
の
改
正
案
を
作
成
し
、
天
皇
の
改

憲
発
議
の
参
考
に
資
す
る
。

四
、
上
奏
文
に
は
、
日
本
国
憲
法
の
性
格
な
ら
び
に
す
で
に
失
効
し
お
る
こ
と
、
棚
上
げ
さ
れ
て
い
る
正
統
憲
法
が
当
然
復
活
す

べ
き
こ
と
、
復
活
し
た
帝
国
憲
法
は
現
在
の
客
観
情
勢
上
、
改
正
増
補
の
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
る

ま
で
臨
時
措
置
法
に
よ
っ
て
一
時
運
営
さ
れ
る
こ
と
、
失
効
の
理
論
と
実
際
の
運
営
と
の
調
整
等
の
た
め
に
は
、
勅
語
を
賜

る
べ
き
こ
と
、
復
活
し
た
帝
国
憲
法
を
そ
の
第
七
三
条
に
よ
り
且
つ
前
項
の
委
員
会
の
議
案
を
参
考
と
し
て
改
正
の
御
発
議

を
お
願
い
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
一
〇
九

－

一
一
〇
頁
）

　

な
お
、
菅
原
『
東
京
裁
判
（
復
刻
版
）
』
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
）
も
参
照
。

　
　

〔
編
集
委
員
会
注
〕

大
塚
桂
先
生
は
二
〇
一
四
年
十
一
月
三
〇
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
は
、
逝
去
さ
れ
る
前
に
受
理
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ご
遺
族
の
了
解
を
得
て
、
形
式
的
な
校
正
の
み
を
行
っ
て
掲
載
し
た
。


